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資本効率向上への取組み
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キャッシュの創出（実績）
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② 政策保有株式の売却

・２０１９年（実績） １０億円
・２０２０年（実績） １１６億円
・２０２１年（実績） ６９億円
・２０２２年〜２０２３年（計画） １００億円

① バランスシートのスリム化
・汐留旧本社ビルの売却 （売却価額７３２億円、売却益６５８億円）

※現在、関東にて拠点の売却を検討中
・四日市ロジスティクスセンター流動化 ３６億円

※現在、九州にて流動化スキームを活用した拠点開発を検討中

・リース事業の分社化 有利子負債の削減 約１，４００億円

・溝ノ口物流センター、医薬品拠点を流動化 ５００億円
※過去実施分
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創出キャッシュの活用（実績）
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① 設備投資およびＭ＆Ａ

・設備投資 ２０２１年（実績） ５６５億円
２０２２年（計画） ６４０億円

※リース資産を除く
※２０２１年度は、決算期変更にともない９ヵ月間（４月〜１２月）の実績
※今後も、創出した資金を活用し、M&Aも含めた成⻑に向けた投資を積極的に

行っていく。
② 資本政策への取組み実績

・配当性向３０％以上、累計での総還元性向５０％以上を実現。
年間配当金

（円）
配当総額
（億円）

配当性向
（％）

自己株取得
（億円）

総還元性向
（％）

総還元性向
（累計）
（％）

２０１９年度（実績） 155 145 83.76 100 141.08
２０２０年度（実績） 185 170 30.59 100 48.31
２０２１年度（実績） 240 217 40.32 100 58.80
２０２２年度（予定） 400 362 28.96 100 37.00 51.30
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経営指標の改善
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① バランスシートのスリム化および経営指標の改善

・不動産及び政策保有株式の売却などにより、バランスシートのスリム化及び
経営指標の改善を図る。

実績 実績 実績 実績 見通し

年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

売上高純利益率 2.3% 0.8% 2.7% 2.8% 4.8%

総資本回転率 140.0% 136.2% 132.0% 143.8% 157.2%

財務レバレッジ 284.6% 282.0% 280.7% 266.6% 244.8%

ROE 9.2% 3.2% 10.0% 10.9% 18.5%

※1. 2021年度は、2021年1月〜12月のプロフォーマ数値
※2. 2022年の旧汐留本社ビル売却を除いたROE見通しは12.1％

※1

※2 
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事業ポートフォリオの最適化及び２０３７年の姿
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2037年
売上高3.5〜4兆円

重機
建設

警備
輸送

Ｍ＆Ａによる成⻑
アライアンス等に
よる専門性の向上

 グループ内の重複事業、機能の整理・統合
• ロジスティクスファイナンス事業の再編（2023.1）
• 不動産事業・機能の再編
• 自動車整備事業、人材派遣事業ほかの再編

 日本事業の強靭化
• 警備輸送事業の分社化（2023.1）
• ロジスティクス、通運、小口、内航海運、複合店事業改革

（アライアンス、カーブアウト等）
• ノンコア、不採算事業の整理

 M＆A推進
• 航空、海上輸送のグローバルフォワーダーを中心に
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NXグループが目指す両利きのDX戦略

6



Copyright © 2022 NIPPON EXPRESS HOLDINGS,INC., All rights reserved.2021年12月期決算説明会資料2022年9月15日開催 IR day 第３セッション

NXグループが考えるDXの方向性
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物理的なアセットと、その上で多種多量の貨物を取扱う強固なフィジカル層（土台）から得られる知見やデータを活用し、
デジタルによる新たな価値を積み重ね、デジタル層のギアも回すことで、物流起点のDXを実現する。
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DX戦略のアクティビティとアウトカム
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NXグループ×NEC 業務提携の概要
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NXグループ×NEC 価値共創のテーマ
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Ｍ＆Ａ戦略（⻑期ビジョンの実現に向けて）

②M&A実績（2011年以降）

①M&A方針

• ⾮連続な成⻑〜Dynamic Growth〜のためのM&Aの活用
⇒グローバルメガフォワーダーへの成⻑

（グローバルネットワーク、経営基盤、⾮日系顧客等の獲得）

会社名 地域 買収時期
AGS 米州 2012年 3月

APC 東アジア 2012年10月

Franco Vago 欧州 2013年 2月

日通NECロジ 日本 2013年12月

日通NPロジ 日本 2014年 1月

ワンビシ 日本 2015年12月

Traconf 欧州 2018年 3月

MD社 米州 2020年 9月

11

8社計
◎投資額 約１,６００億円

（買収初年度合計）⇒（2021年度合計）

◎売上高 １,５５７億円 ⇒ ２,６５１億円

◎営業利益 ５２億円 ⇒ １６０億円
（利益率３.４％） （利益率６.０％）
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Ｍ＆Ａ戦略（⻑期ビジョンの実現に向けて）
③PMI（Post Merger Integration) 体制の強化

• シナジー創出効果を高めるため国内外の営業力を強化。
• 買収会社と各海外リージョンとの連携により相互で営業シナジーを創出。
• 管理面でのPMIを含め今後のM&Aにおける統合プランの策定

④グローバルメガフォワーダーへの成⻑のための取組み

昨今のM&A市場の動向
• 欧州系メガフォワーダ−：K＆NによるAPEX買収、DSVにおけるAgility買収
• アジア系メガフォワーダー：SFのKerry買収、KerryのTopocean買収
• 港湾管理会社：DP WORLDのSyncreon、Imperialの買収
• 船会社：MAERSK、CEVA等によるトータル・ロジサービスの提供を目的とした

買収
⇒買収価格の高騰、規模（シェア）拡大のみを追求したM&A

◎価格競争から一線を画し、シナジー追及を見据えた連携を模索
◎DX,サステナビリティ関連事業をM&A対象に加え、より未来志向のM&A戦略へ

12
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世界のフォワーダーランキングTOP10
2020年度 5位

⇒

2021年度 7位

<参考>Ｍ＆Ａ戦略（⻑期ビジョンの実現に向けて）
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• 当社は数量を伸ばしているものの順位を下げた要因は海上フォワーディングにおける規模の差と認識
• M＆Aを活用したギャップのキャッチアップとランキング第1グループへの飛躍を目指す



Copyright © 2022 NIPPON EXPRESS HOLDINGS,INC., All rights reserved.2021年12月期決算説明会資料2022年9月15日開催 IR day

本資料のいかなる情報も、弊社株式の購入や売却等を勧誘するものではありません。
また、本資料に記載された意見や予測等は資料作成時点での弊社の判断であり、
その情報の正確性を保証するものではなく、今後、予告無しに変更されることがあります。
万一、この情報に基づいて、こうむったいかなる損害についても、
弊社及び情報提供者は一切責任を負いませんのでご承知おきください。
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